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黒ポク土及び褐色低地土の復元田における土壌窒素発現特性と稲体窒素吸収量
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1　は　じ　め　に

水稲の生育に必要な無機態窒素の吸収は，地力に依存す

る割合が高いことが知られており．水稲の生育診断や施肥

管理を行う際，上境窒素の発現星や発現時期を開けするこ

とは重要なことと考えられる。

一方，地域水田農業の推進にともない，田畑輪換圃場は

増加傾向にある。一一・椴に復元田は，地力が高いと考えられ

ているが，その土壌窒素発現特性を知ることは．水稲栽培

に地力窒素を効率的に利用するためにも必要である。

そこで，北上川下流地域に分布している．黒ポク‾t二及び

褐色低地土の復元田の土壌電素発現特性を明かにし，稲体

窒素吸収虫との関連性について検討したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）1990年春，施肥前に採取した土壌を室内培毒し，肇

素の無機化量を求め．速度論的解析法により土壌窒素発現

特性を解明した。

1）供試土壌：

a．窯ポク土の作七と下層一上

（a）復元初年月（1988年小麦・大は，1989咋大

豆）

（b）連作田（無堆肥）

b．褐色低地上の作十と下層l二

（a）復元初年‖（1989年まで小麦連作）

（b）復元2年臼（1988年人豆．その後は水稲）

（C）連作田（堆肥連用）

2）培養法：ガラス管に生上20gと脱塩水を入れて密

閉し，20℃及び30℃で培養した後，生成したアンモニア惣

賓素量を測定した。測定は9回で－　培養日数の最良は，

205日。

3）パラメーターの検討：発現した無機化等素足を，

金野らの提唱した土壌の無機化包推定プログラムのl払純準

モデル式に当てはめた。

（2）供試土壌で1990年に∴無窒素栽培したササニシキの

稲体重素吸収パターンを求め，土壌零素発現特作との適合

性を検討した。

3　試験結果及び考察

（1）・l二壌零素発現特件の検討

し蟻の無機化パラメーターを検討した結果，供試土壌の

速度定数（以卜k）は七城の　慨的kより小さかったため，

kの値を0．006に固定して他のパラメーターを検討した。

活性化エネルギー（Ha）は，各供試1二機とも20．000前

後と，ほぼ同じような値を示した。

ト蟻の額素供給力の人ささを示す，可分解性有機態等素

岨（以卜N。）は．15－27mg／100g乾．‾しの範剛こあった。

また，N。の値は黒ポク十・褐色低地－†二とも連作田より復

元初年Uの上境のほうが人きかった。

作土と下層上のN。値をそれぞれ求め比較した場合，ど

の－ト壌でも作1二のN。僻よりト層上のN。値の方が小さかっ

た。また，t壌全体のN。値に対する卜層十のN。値の割合

は，褐色低地一七に比べ思ボクートの〟がやや高く，黒ポク1二

のF同上は，褐色低地十の下層上より肇素供給力が人きい

と考えられる。

褐色低地十では，復元初咋【二1の土壌は連作朋に比べ，作

L及び下層上のN。柄は人きくなった。しかし，復元2昨

日のL蟻の作上のN。値は初年臼に比べ蟻に低下し，逆に

下層上のN。は人きくなり，全体として復元初年臼のN。伸

より3割程度減少した。これらのことから，復元初年臼の

＿1二蟻の零素供給力は大きいが，復元2年Hの土壌の窒素供

給力低卜し，作土から卜同上への養分の溶脱が起こったも

のと考えられる。

（2）稲体寧素吸収臼の推移

供試・土壌で栽培したササニシキの稲体等素吸収畳は，黒

ポク上では，復元初年日の稲も連作Hの稲も成熟期まで増

加する傾向にあった。また．その場は連作円より復元初年

l」の稲のカが多く推移した。

褐色低地トで栽培した稲の軍兵吸収剛ま，復元2年口よ

り復元初年日の方が多く推移し．成熟期まで一・一定の割合で

増加する傾向にあった。それに対し連作刷の稲体饗素吸収

量は，生肯始めから出穂期までの増加量は極めて大きく．

逆に出穂期以降の吸収旭の増加は少なかった。成熟期にお

ける稲体重素吸収局軋復元初昨日＞適作田＞復元2年U

の順に多かった。
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義1土壌の無機化′ヾラメーター

土 壌 の パ ラメーター
K

E a N o C
A I C S

楷　 類 圃場の （25 ℃） （適 合 ） （分散）

黒
復　 元

計 0．0 0 6 2 3．3 0 0 2 7．2 1 － 0．9 0 7 1．7 4 2．3 0

初年 目
作　 土 0．0 0 6 2 2．8 0 0 17．2 7 － 0．5 2 5 1．3 12．7 4

ポ

ク

卜屑 ユニ 0 ．0 0 6 2 4．3 0 0 9．9 2 － 0．38 4 6 ．4 9．5 8

連 作 －¶

．汁 0 ．0 0 6 2 1．9 0 0 2 4．35 － 1．0 1 70．1 3 8．48

土 作　 」二 0 ．0 0 6 2 1，8 0 0 13．9 8 － 0．5 0 4 7．5 10．2 0

下 屑 ＿上 0 ．0 0 6 2 2，40 0 10 ．3 5 － 0 ．5 0 4 8．2 10．6 4

褐

色

復 ブ亡

初年月

計 0．0 0 6 20 ，3 0 0 2 1．74 － 0 ．8 7 4 9．7 13．5 2

作　 土 0．0 0 6 19 ．70 0 1 7．5 0 － 0 ．8 1 2 6．7 6．0 1

卜層土 0．0 0 6 2 3 ，0 0 0 4 ．7 1 － 0 ．8 7 3 1．5 3．98

復　 元
計 0．0 0 6 2 1．8 0 0 15 ．12 － 0 ．8 0 5 6．1 16．9 3

低
2 年 臼

連 作 川

作　 土 0．0 0 6 19 ，9 0 0 8 ．6 2 － 0．4 5 3 9．5 6．3 7

地

上

下 層土 0．0 0 6 2 2 ．4 0 0 6．48 － 0．3 4 2 7．0 3．0 6

計 0．0 06 2 3，0 0 0 2 0．4 2 － 1．16 68 ．9 36 0 0

作　 土 0．0 0 6 2 3，0 0 0 16．8 6 － 1．0 9 64 ．2 2 7．2 6

下 層 土 0．0 0 6 2 1．8 0 0 3．6 2 － 0，0 9 3 ．7 0 ．7 8

注・1）二・L壕の無機化パラメーター（糊屯勲モデルへのあてはめ）

里純塑モデル；N＝ND t1－eXp（－K・t）‡＋C
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2）K偶は，0・006に田足した値

3）計のパラメーターは，作土と‾卜層土の無職化望未足の合計で求めた。
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図2　稲体窒素吸収量の推移（無窒素栽培区）

4　ま　と　め

土壌窒素発現特性と稲体窒素吸収量との関連性を検討し

た結果は，以下のとおりである。

（1）No値の大きい土壌で栽培した稲ほど．成熟期の稲体

窒素吸収量は多い傾向を示した。

（2）また，褐色低地土の復元2年臼の土壌のN。は，復元

初年臼に比べ3割程度減少したのに対し，成熟期の稲体窒

素吸収量も3割程度減少し，復元2年臼の地力の低下が予

想される。

（3）下層土のN。値の大きい果ボク土の連作臥復元田，

及び褐色低地土の復元田で栽培した稲の窒素吸収量は，成

熟期までほぼ一定の割合で増加する傾向にあった。しかし．

下層土のNo値が小さい．褐色低地土の連作田で栽培した

稲の窒素吸収量は，出穂期までの増加量は大きかったが，

山懐期以降の伸びは小さく推移した。
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